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	地域支援だより
	秋田県立ゆり支援学校地域支援部　第3号　R8.9月発行
	特別支援教育研修会が開催されました


	☆障害理解授業☆
	障害理解学習と交流及び共同学習について（中学部）
	　本校では、同年代の友達との交流を通して相互理解を深めたり、社会性の向上を図ったりする目的で、居住地の生徒を含む同学年同士の交流「学校間交流」を行っています。今年度は、4校5回の交流を計画しています。
	　子どもたちの充実した交流及び共同学を行うことができるよう、御理解・御協力をお願いします。
	中3　ボッチャ交流
	中２　ボッチャ交流
	道具のやりとりや、ナイスプレーに
	喜び合う姿が見られました
	みんなで手を合わせて「頑張るぞ！」

	自立活動研修会を行いました　ー教頭　髙橋基裕先生の講話からー
	　　　　自立活動の基本概念
	　　　　・自立活動とは児童生徒が自立を目指し、障害による学習上・生活上の困難を主体的に改善・克服すため
	　　　　　の知識、技能等を養う活動。
	　　　　・自立とはそれぞれの障害や発達段階に応じて、主体的に自己の力を発揮し、よりよく生きようとすること。
	　　　　・調和的な発達の基盤を培うとは進んでいる側面を伸ばすことで、遅れている側面を引き上げ、全人的な発
	　　　　　達を促進すること。
	　　　　「障害にもとづく困難」と「学習上・生活上の課題」の2つの視点から考えます。
	　　　　【国語】の学習 　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自立活動】の学習
	　　　　「単語をいくつ理解しているか」など、言葉の学習　　　人との関係性の中で、言葉を活用する際に
	　　　　を主としてコミュニケーション能力を高めます。　　　　「障害」がどう影響しているかを見ます。 　　　　
	　　　　【指導の具体例】(コミュニケーションに課題がある場合)
	　　　　　自立活動では「言葉」のない取組を中心としてもよいとされています。
	　　　　　例）風船バレーで交互に返すことで「やりとり」を学ぶ。
	　　　　　　　これが将来の「言葉のキャッチボールの基礎」となります。
	　　　　【授業展開における留意点】　
	　　　　　1 自立に向けた課題をそのまま指導しない
	　　　　　課題:「トイレに一人で行く」
	　　　　　　　　× ひたすら行動の練習をする　○ 「トイレに行きたい」というサインを出せるようにする
	　　　　　課題:「あいさつができる」
	　　　　　　　　× ひたすら行動の練習をする　○ あいさつの前提である「人」への意識を高める
	　　　　【楽しい活動の中で困難を改善する】
	　　　　　楽しく活動していたら、いつの間にか苦手なことが克服できていたというように指導を展開することが理
	想的です。一見、回り道のように思えますが、こうした指導を展開するほうが継続的に取り組むことがで
	　　　　　き、最終的には成果があがることになります。（茨城大学　新井英靖教授）
	いつでもお気軽にお問い合わせください
	教育専門監等の派遣依頼文の様式は、ゆり支援学校ホームページからダウンロードできます。
	教　頭　　　　　髙橋基裕　冨樫真雄
	教育専門監　　　太田清子
	地域支援部主任   佐々木弘美
	ゆり支援学校相談窓口

	TEL　 0184-27-2631
	E-mail yuri-s@akita-pref.ed.jp
	HP      http://www/yuri-s.akita-pref.ed.jp　　
	特別支援教育アドバイザー　近藤千晴
	特別支援教育地域センター
	・火、金曜日　9：00～15：45　本荘東小学校内　　

	　TEL　0184-24-1236　　　　　　　　　
	・木曜日　9：00～15：45　岩谷小学校内　

	　TEL　0184-65-2220（特別支援教育相談ルーム）　


